
 

 

立体四目公式ルール 

１．1 分勝負。1 分で勝負がつかなかったら引き分け。 

※毎回タイマーで計測。1 分以内に終わったら立体四目を片付けながら着席をして待機。 

（常に全対戦を同時スタート） 

２．じゃんけんで先攻後攻を決める。じゃんけんの時間も 1 分に含む。（じゃんけんの前に 

「よろしくお願いします。」と小さな声で言いながら会釈をする） 

３．相手が打ったら（置いたら）次の人もすぐ（1～2 秒）に打つ。 

※打たない場合には『3、2、1、ゼロ（またはアウト）』とカウントし、ゼロ（または      

アウト）と言われる前に打つ。 

４．自分で勝った事に気づかない場合は、後から申請しても不可。ただし、相手が次の球を 

速く置きすぎて勝利宣言が間に合わなかった場合は、その直後に勝利宣言をすれば可 

とする。 

５．次の場合には途中でも敗戦とします。 

・球を棒に指せなく落とした場合。 

・4 つ並んでないのに『できた』と宣言した場合。 

・前述の「3、2、1、ゼロ（またはアウト）」と言われても球を打っていない場合。 

・あいさつをしない、片付けをきちんとしない場合。 

６．球を置く盤が移動して置きにくくならないようにお互いが気配りをしながら対戦を  

行う。それができない場合には失格とする。 

 

【配点ルール】 

勝利→勝ち点 3 

引き分け→勝ち点 1 

敗戦→勝ち点 0 

 

※当日、特別ルールが発表される場合があります。 

上記の公式ルールでの対戦の様子は、以下の映像でご覧いただけます。 

【立体四目全国大会映像】 


